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ミリ波・サブミリ波深探査により、ダストに覆われ活発な星形成活動を行う遠方銀河が検出されてきた。ミリ
波・サブミリ波でのナンバーカウントの導出は、宇宙におけるダストに隠された星形成活動、銀河の形成・進化、
遠赤外からミリ波帯での宇宙背景光の起源を探る上で重要である。ALMAの登場により、ナンバーカウントの研
究は飛躍的に進んだ。しかし、既存の研究では、別の目的で観測されたデータの中に偶然に検出された暗いソー
スを利用してナンバーカウントを作成しているため、バイアスがある可能性が指摘されている。この問題を解決
するためには、バイアスが無く、連続的な領域の観測データを用いることが必要である。
我々は、ALMAを用いて SXDFにおける連続した 2平方分を波長 1.1mmで観測し、検出された 23個のソー

ス (≥4σ)を用いてナンバーカウントを作成した（フラックス範囲 0.2–2.0 mJy）。過去のALMAによる研究結果
と比較すると、誤差の範囲で無矛盾であることが分かった。得られたナンバーカウントを用いて 1.1mmソースの
宇宙背景光への寄与を求めたところ、フラックス>0.2 mJyではおよそ 40%であった。今回の結果は、偶然に検
出されたソースを用いる方法には有意なバイアスは無いことを示唆するが、観測領域の選定やその領域の狭さに
起因する field-to-field variationの影響も考えられるため、今後より広い領域の探査が必要である。


